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減損損失の計上及び通期連結業績予想値と実績値の差異に関するお知らせ 

 

当社は、2025年３月期（2024年４月１日～2025年３月31日）において、店舗の減損損失の計

上を行うとともに、2024年12月17日に公表いたしました通期連結業績予想と実績との間に差異が

生じましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１．減損損失の計上について 

当期において連続赤字見込みの店舗の固定資産につき将来の回収可能性を検討した結果、帳

簿価格を回収可能価額まで減損し、減損損失として２億44百万円を計上することとなりました。 

 

２．業績予想値と実績値の差異 

（１）2025年３月期通期連結業績予想数値と実績値との差異 

（2024年４月１日～2025年３月31日） 

  
売上高 

 
営業利益 

 
経常利益 

親会社株主に

帰属する当期

純利益 

１株当たり当

期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

32,200 

百万円 

670 

百万円 

700 

百万円 

50 

円 銭 

4.77 

実績値（B） 31,271 188 316 △345 △32.94 

増減額（B-A） △928 △481 △383 △395  

増減率（%） △2.88 △71.86 △54.85 －  

（ご参考）前期実績 

（2024年３月期） 
31,699 163 303 △979 △93.27 

 

（２）業績予想値と実績値の差異の理由 

通期の業績予想につきましては、売上高は、店舗での販売が平時の状態に回復すると見込み

ましたが、当初見込みに至らなかったため、前回の予想を９億28百万円下回る見込みとなりま

した。営業利益、経常利益並びに親会社に帰属する利益につきまして、前回営業利益６億70百

万円、経常利益７億円、親会社に帰属する利益50百万円で見込んでおりましたが、営業利益が

４億81百万円、経常利益が３億83百万円、親会社に帰属する当期純利益が３億95百万円それぞ

れ下回る結果となりました。 

主な要因としまして、宝飾事業において、生活必需品に対して遅れて需要回復が見込まれる



非生活必需品である宝飾品の需要が大きく回復すると見込みましたが、食料品等生活必需品の

価格上昇が予想以上のため、非生活必需品である宝飾品の需要回復が当初見込みに至りません

でした。そのような中、70周年記念キャンペーンなどお客さまとのコミュニケーションを強め

ていく取り組みや人材育成の強化等お客様の購買回復に向けて積極的に展開してまいりました

が、一方で人員不足による人員体制の確保が遅れたこともあり、営業体制の構築に厳しい状況

が続いたことによります。下半期になり、重要となる年末商戦や春の商戦を迎える中、徐々に

売上が伸びてくるものの、当初の目標値には至りませんでした。 

また、営業外損益に為替差益を計上いたしましたが、特別損失に計上しました店舗の減損損

失により親会社株主による当期純利益は３億95百万円下回る結果となりました。 

 

以 上 


